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〔論文審査の要旨〕 
接着継手は多くの産業分野で用いられているが，その継手強度はばらつきが大きく，

より詳細な接着界面での応力特性の解明，および精度の高い接着継手強度の推定法と

設計法の確立が必要である。本研究は機械構造物に使用されているスカーフ接着継手

に関して，三次元有限要素法（FEM）解析による接着界面での応力特性と継手強度を

検討し，継手の合理的設計法を提案することを目的としたものである。 

第１章「緒論」では，接着継手に関する従来の研究を展望し問題点を明確にし，本

論文の研究目的を述べている。 
第２章「静的引張荷重を受ける同種材料被着体スカーフ接着継手の三次元有限要素

法解析と強度推定」では，三次元 FEM 解析結果では継手の厚さ方向にも特異性が発生

することを見出し，二次元 FEM 解析結果より最大主応力の値が大きくなることを指摘

し，最大主応力はスカーフ角が約 60°で最小となること，および被着体幅一定と接着

長さ一定の接着継手の継手強度の差異は小さいことを示し，実験で検証している。 
第３章「静的引張荷重を受ける異種材料被着体スカーフ接着継手の三次元有限要素

法解析と強度推定」では，三次元 FEM 解析と実験による応力特性と継手強度の検討を

行い，異種材料被着体の縦弾性係数比の値が大きくなるほど接着層両端部での特異応

力は大きくなること，などを示している。 

第４章「静的曲げモーメントを受ける同種材料被着体スカーフ接着継手の三次元有

限要素法解析と強度推定」では，スカーフ角が約 60°で，最大主応力は最小となり，

継手強度が最大となると推測し，二次元と三次元 FEM 計算における接着界面での最大

主応力分布の差異は顕著であることを示している。継手の応力特性は引張荷重を受け



る場合と同様であり，継手のひずみおよび破断時曲げモーメント測定結果と三次元弾

塑性 FEM計算による推定結果はよく一致することを示し，計算の妥当性を示している。 

第５章「静的曲げモーメントを受ける異種材料被着体スカーフ接着継手の三次元有

限要素法解析と強度推定」では，三次元 FEM 計算より，接着長さ一定の継手の方が被

着体幅一定の継手よりも最大主応力が大きい値を示し，曲げに対しては従来の接着長

さ一定の継手は応力と継手強度の観点から適切ではないことを指摘し，実験により検

証している。 
第６章「静的引張荷重を受けるバンド接着されたスカーフ接着継手の三次元有限要

素法解析と強度推定」では， 異種材料のバンド接着されたスカーフ接着継手では，接

着層縦弾性係数が小さいほど，接着界面で発生する最大主応力は小さくなり，これは

接着面全域で接着された継手の場合と逆の特性を示している。接着領域数を大きくす

るほど，継手強度は大きくなり，バンド接着継手の有効性を示している。 
第７章「静的曲げモーメントを受けるバンド接着されたスカーフ接着継手の三次元

有限要素法解析と強度推定」では，接着層縦弾性係数と接着層厚さが大きいほど，接

着界面で発生する最大主応力は小さくなり，引張荷重を受けるバンド接着継手と逆の

特性を示している。さらにバンド領域数は２の場合が最適であることを示し，第６章

の場合と異なる知見を示している。 

第８章「スカーフ接着継手の設計への指針」では，スカーフ接着継手に作用する荷

重形態ごとに，被着体が同種と異種材料の場合，および全域接着とバンド接着の場合

の設計手順をまとめ，接着継手設計の指針を述べている。 

第９章「結論」では，本研究で得られた成果を要約し，今後の研究課題を挙げてい

る。 

以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格が

あるものと認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
備考：審査の要旨は，1,500 字以内とする。 


